
もくじ
平成27年、新年を迎えて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2

高性能3.0Ｔ（テスラ）ＭＲＩ診断装置の運用開始について・・・・・・・・・ 3

地域医療機関との連携推進について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4

当院の協力病院（連携医療機関）紹介 重盛外科内科・・・・・・・・・・・・ 6
まきた内科クリニック・・・・・・・・・・・・ 7

『正月御膳』　栄養管理室・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7

市民公開講座開催のご案内・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8

「男性外来」をぜひご利用ください・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9

「クリスマスコンサート」を開催しました・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9

「北勢緩和ケアネットワーク
市民向け公開講座」を開催しました・・・・・・・・・・・・・・・・・10

外来診療医師担当表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11

交通のご案内・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12

http:/ /www.mie-gmc.jp/

平成27年1月発行地方独立行政法人 三重県立総合医療センター

医療センターニュース医療センターニュース
第47号

編集：三重県立総合医療センター広報紙編集委員会

〒510-8561 四日市市大字日永5450‒132　　TEL（059）345－2321（代表）　　E-mail:sogohos@mie-gmc.jp

− 1 −



基本理念
1　救命救急、高度、特殊医療等を提供することにより、県の医療水準の向上に貢献します。
2　安全・安心で互いにささえあう社会の実現に向けて医療面から貢献します。

基本方針
1　患者の皆様の権利を尊重し、信頼と満足の得られるチーム医療を提供します。
2　県の基幹病院として医療水準の向上に努めるとともに、医療人材の育成に貢献します。
3　県内医療機関との連携を強化し、地域医療の充実に努めます。
4　職場環境を改善し、職員のモチベーションの向上に努めます。
5　責任と権限を明確にした自律的・自主的な経営を行います。

県立総合医療センターの基本理念・基本方針
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理事長・院長　高瀬　幸次郎
平成27年、新年を迎えて

昨年末、急遽、衆議院議員選挙が行われ、自民党・与党が大勝利し、第三次安倍内

閣が発足しました。いよいよアベノミクスが日本の経済をどのように発展させるのか大

いに期待されるところです。昨年は、午年でしたが、数々の台風の襲来や大雨による洪

水被害、御嶽山の噴火など暴れ馬の年であったような気がしてなりません。本年は、

未年であり、穏やかな優しい年であることを願っております。

さて、平成６年１０月、県立塩浜病院が現在の地に新築移転し、県立総合医療セン

ターと名称を変更し、主に北勢地区の救急医療や先進医療に貢献してきましたが、早

いもので医療センターとして船出後、丁度２０年が過ぎたことになります。さらに平成２４年４月に経営形態を

地方独立行政法人に移行しましたので、法人化後早くも３年が過ぎようとしています。この間、ＮＩＣＵ（新生

児集中治療室）、ＧＣＵ（回復治療室）、ＭＦＩＣＵ（母体胎児集中治療室）を増改築し、周産期母子センター

を整備し、安心して周産期の救急医療に対応できるよう施設やスタッフの充実に努めてきました。一方、最近

の医療機器の発展は目覚ましく、内視鏡による早期診断、早期治療は今後も大いに発展することは必至であ

り、それに対応すべく内視鏡室を増築し、内視鏡センターを整備しました。お陰様で、増えつつある大腸癌を

はじめ消化管の早期診断と内視鏡治療に大いに貢献しております。さらに、本年1月より、最新の3.0ＴのＭＲ

Ｉ装置が稼働します。従来の1.5Tの機種と比較し、画像はより鮮明となり、脳神経、循環器、消化器、呼吸

器領域をはじめ整形外科領域まで多領域の疾患の診断・治療に大いに役立つものと期待しております。この

ように今後も県立総合医療センターは、救急医療・先進医療に対応するため人材の育成と設備の充実に努め

ていく所存です。しかしながら、病院として健全経営がなされていなければ、このような夢は到底実現できる

ものではありません。独立行政法人移行後も皆様の努力のおかげで、なんとか健全経営が維持されてきてお

ります。今後も健全経営を維持し、高度先進医療の実践に貢献していくためには、よりよい、親切で優しい

医療を提供していくことが肝要であると、年頭にあたり、職員一同、気を引き締めております。

最後になりますが、当医療センターの使命は、何と言いましても県民の健康と幸福を守ることであります。

本年も職員一同、一丸となり頑張っていく所存ですので、皆様のご協力と温かいご支援をお願いし、年頭の

挨拶とさせていただきます。



当院では、基本理念である高度、特殊医療等を提供するこ

とにより、県の医療水準の向上に貢献するため、今年度当初

から、高性能3.0Ｔ（テスラ）ＭＲＩ診断装置の導入に向けた

改修工事を進めてきました。

その結果、昨年１１月下旬に一連の工事が完了し、試験運

用を経て、本年１月６日（火）から運用を開始しました。

今回導入した3.0ＴのＭＲＩ診断装置では、従来の1.5ＴのＭＲＩ診断装置と比べて、より精細な画像が簡単

に得られ、これまで不鮮明だった細い血管や動脈瘤などの病変をはっきり確認することができます。

また、業界初のデジタルコイル（画像信号を受信するための装置）を併せて導入し、鮮明な画像が短時間で

収集できるようになりました。

このように、3.0ＴのＭＲＩ診断装置の運用によって、検査時間の短縮につながるほか、常に精度の高い診

断が行えるようになると期待されています。

さらに、従来の装置と比べて開口部が広いため、圧迫感も少なく、体格の大きな方や閉所恐怖症の方で

も、無理なく安心して検査を受けていただけるようになり、患者さんの身体的・精神的な負担軽減にもつなが

ります。

今回導入した3.0ＴのＭＲＩ診断装置は、病診連携検

査のひとつとして、昨年１２月より、地域医療機関の皆さ

んからの利用予約を受け付けており、特に、脳神経外科

や整形外科、婦人科などでの活用が見込まれています。

今後も、地域の医療機関の皆さんとの連携を強化し、

本ＭＲＩ診断装置をはじめとする病診連携検査等を有効

にご活用いただくことで、地域医療支援病院としての役

割を果たしていきたいと考えておりますので、ご理解とご

協力のほど、よろしくお願いいたします。
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高性能3.0Ｔ（テスラ）ＭＲＩ診断装置の運用開始について

導入した3.0ＴのＭＲＩ診断装置

1.5T

1.5T

3.0T

3.0T

← ←

← ←

3.0Tと1.5Tの画像比較



当院は、地域の医療機関との連携を強化し、地域医療の充実に資するため、平成２５年６月に、三重県知

事から「地域医療支援病院」の承認を受け、さまざまな取り組みを進めています。

「地域医療支援病院」とは、地域における第一線の医療機関である「かかりつけ医」を支援し、より詳細な

検査や入院、手術などの専門的な医療を提供する医療機関として都道府県知事が承認した病院です。

住民の皆さんの生命や健康を守っていくためには、地域における医療機関が役割分担を行うとともに十分

連携して、限られた医療資源（医師や看護師等の人材や各種医療機器等）を効率的・効果的に活用していか

なければなりません。

このような考え方を、病院の機能分化と言い、１９９２年（平成４年）頃から、国の政策として進められてい

ます。

当院は「地域医療支援病院」として、地域のかかりつけ医からの紹介患者様に対して高度な治療を行い、

また、当院での治療を終えられた患者様をかかりつけ医へ逆紹介するなど、かかりつけ医との連携を進めて

います。

また、当院での治療を終えられた患者様が住み慣れた地域へ戻って生活していただけるよう、介護施設や

行政機関などとも連携して、在宅医療に向けた支援にも積極的に取り組んでいます。

この他にも、より専門的な診断や治療を行うための専門外来の開設のほか、かかりつけ医からのご依頼を

受けて、かかりつけ医では実施できない検査を当院の高度医療機器により実施

する病診連携検査などを行っています。

皆さんも、以上の点をご理解いただき、日頃から、何でも気軽に相談できる「か

かりつけ医」を持っていただき、少しでも体調に異変を感じたら、早期にかかりつ

け医を受診し、病気が重くならないように努めていただくようお願いいたします。

地域医療機関の先生方へ
救急外来への患者さんの紹介についてのお願い

救急外来へご紹介いただく患者さんの状態は、一刻を争うことが多々あります。

正確な情報が必要となりますので、地域連携課を通さずに、代表電話（059-345-2321）を通して、
救急外来担当医師と直接お話くださいますようよろしくお願いいたします。
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地域医療機関との連携推進について
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今年度から、新たに次のような取り組みを始めました。

ご紹介する「リウマチ専門外来」の受診及び「褥瘡パス入院」については、かかりつけ医を通じた当院への

ご紹介（予約）が必要ですので、利用をご希望の方は、まず、かかりつけ医さんにご相談ください。

また、かかりつけ医の皆様は、当院の病診連携の取り組みを、ぜひご活用ください。

【専門外来の開設等】
●リウマチ専門外来の開設
◦診療日／毎週木曜日午後　　◦担当医師／整形外科　岡村　直樹　医師

◦対象者／かかりつけ医から当院へご紹介（予約）いただいた方のみです。
患者さんからの直接の予約は受け付けられませんので、ご注意ください。

【常勤医師による診療科の再開】
●耳鼻いんこう科
◦診 療 日／月～金曜日　８：３０～１１：３０　　◦担当医師／鈴村　恵理　医師

◦診療内容／一般診療のほか、アレルギー性鼻炎やスギ花粉症についての診療も行っています。
アレルギー性鼻炎に対する薬物治療を受けていても十分な効果が表れていない方
や、薬による眠気などの副作用でお悩みの方は、ぜひ、受診してください。

【その他】
●呼吸機能検査
◦対 象 者／咳が止まらない状態が長く続くなど、喘息の疑いがある方

◦検査内容／気管支喘息の確定診断を行うための検査

◦予約方法／かかりつけ医から当院へご紹介（予約）いただいた方のみです。
患者さんからの直接の予約は受け付けられませんので、ご注意ください。

●褥瘡パス入院（慢性褥瘡の手術入院）
◦対 象 者／在宅療養中の方／慢性褥瘡（ポケット、肥厚、壊死組織）を有し、外科的治療（ポケット切開、

壊死切除、皮膚瘢痕部切除）に耐えられる方／退院後に生活する場所がある方

◦入院条件／大部屋受け入れ（原則、同時期の入院は１名）

◦入院期間／８日間（火曜日入院、翌週火曜日退院）

【今年度における病診連携の新たな取り組み】

※「パス」とは、クリ二カルパスの略称で、入院から退院までの間の診療計画表のことです。
あらかじめ、対象疾患ごとに作成した診療計画に基づいて診療を行うため、チーム医療による質が高く、効率的な治療を提供することができます。
また、患者さんやそのご家族にとって、治療の経過や内容がわかりやすく、安心して質の高い医療を受けていただくことができます。

【地域医療機関の皆さんへ】
当院では、ご紹介した以外にも、さまざまな病診連携の取り組みを行っており、地域連携課が発行している「かけはし通信」
でお知らせしています。
今後も、新たな病診連携の取り組みを開始する際には、「かけはし通信」でお知らせしていきますので、ぜひ、ご活用くださ
いますようお願いいたします。
また、当院へのご要望などがございましたら、下記までお知らせください。

【ご連絡先】　地域連携課　かけはし　　電話　０５９－３４７－３５１９（直通）



当院の協力病院（連携医療機関）紹介 第13回

当院は昭和60年11月、父　重盛義一の後を継ぎ、重盛外科内科を開

業しましたが診療所が手狭のため平成5年2月に現在地に移転しており

ます。父が内科小児科を診療していた関係で、現在、外科・内科・胃腸科・

小児科の診療をおこなっています。三重大学第2外科在職中は胃・大腸

疾患の治療をおこ

なっていたので、胃

腸科としては、胃内

視鏡・胃透視・大腸

内視鏡・注腸検査・

腹部エコー・全身ヘ

リカルＣＴ検査をお

こない、癌等の早期発見に努めています。

また、内科的には高血圧症・高脂血症・糖尿病の成人病及び他の内科

疾患の治療をおこなっています。外科的には骨折・捻挫・けがの縫合・腰

痛症・関節炎等の治療を、小児科では水痘症・麻疹・風疹・おたふく等伝染

性疾患や急性咽頭炎・胃腸炎の診察をしています。長年、通院していただ

いた患者さんが何らかの理由で通院できなくなった時は、訪問診察もお

こなっています。

開業して約30年がたちますが、幼少時から育てていただいた地元の

人々や、同窓生・友人たちにささえられて今日にいたりました。今後も地

域医療にすこしでも貢献出来ればと思っています。

当院は三重県立総合医療センターから西方へしばらく上り、南部丘陵

公園を越えた波木町交差点を斜め左に降りていった、内部中学校の南

側に位置しています。平成22年11月にこの場所に開院してやっと4年を

迎えましたが、地域の皆様方の健康増進と医療福祉に貢献すべく微力

ながら日々診療に携わってまいりました。また病診連携も念頭におき、高

度な専門医療等につきましては県立総合医療センター等の高次機能病

院へ御紹介をさせていただくこととしております。当院では地域の皆様

方と同じ目線に立ち、日常での細かな体調の変化や心の悩み、相談事な
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＜診療科目＞
外科・内科・胃腸科・小児科

＜外来受付時間＞

■【休診】日曜日・祝日・木曜日

〒510–0958
四日市市小古曽1丁目3–35
TEL・FAX 059-345-0028

9:00

～

12:00

月 火 水 木 金 土 日

○ ○ ○ ○ ○

15:00

～

18:30

月 火 水 木 金 土 日

○ ○ ○ ○ ○

日永五南追分

重盛
外科内科

407

44

１１

泊駅追分駅

至亀山

至
津

至
四
日
市

百五銀行

モンベール

県立総合
医療センター

南中学校

イオンタウン
日永泊

近鉄内部線

重盛外科内科　院長　重盛　憲三

まきた内科クリニック　院長　牧田　慶久

三重大学医学部　平成3年卒業
医学博士

日本消化器病学会専門医
日本消化器内視鏡学会専門医
日本医師会認定産業医

＜主な勤務先＞
三重大学医学部附属病院第三内科

社会保険羽津病院
（現四日市羽津医療センター）内科

紀南病院内科
桑名市民病院内科

尚豊会みたき総合病院内科



栄養管理室『正月御膳』
栄養管理室では、入院患者さんに治療の一環として効果的な食事の提供に努めるとともに、少しでも喜んでいた

だけるよう、さまざまな取り組みを行っています。
例年、医師の外泊許可を得て、年末・年始をご自宅でご家族と一緒に過ごされる方もお見えになる一方で、お正
月を病院で過ごさなければならない入院患者さんに、少しでもお正月の気分を味わっていただこうとの思いから、
元日から３日まで『正月御膳』をご提供しています。
大変ご好評をいただいています。

ど比較的小さな問題から将来的

な在宅での看取り希望などの大

きな御要望にまで、かかりつけ医

として出来る限り対応していくこ

とを心掛けています。そして地域

の信頼に応え、また、そこに根付く

ことを目指して丁寧でかつ小回りのきく誠実な診療をモットーにしており

ます。昨今、在宅診療（往診や訪問診療）なども増え、病診連携あるいは

診々連携も重要さを増しておりますが、これからも近隣のクリニックの諸

先輩方や県立総合医療センターの先生方と協力・連携し、地域の皆様方

の医療や御要望に少しでもお役に立てればと考えている次第です。

今後ともどうぞよろしく御指導、御鞭撻の程を御願い申し上げます。
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＜スタッフ＞
医師 １人　看護師 ３人
医療事務員 ２人

＜診療科目＞
内科・消化器内科・呼吸器内科・
循環器内科

＜外来受付時間＞

■【休診】日曜日・祝日
　　　　木曜午後・土曜午後

〒510-0956
四日市市貝家町266番地2
TEL 059-320-1001
FAX 059-320-1020

9:00

～

12:30

月 火 水 木 金 土 日

○ ○ ○ ○ ○ ○

15:00

～

18:30

月 火 水 木 金 土 日

○ ○ ○ ○

まきた内科
クリニック

至
国
道
１
号
線

貝塚

内部川

ミルクロード

足見川

笹川通り

笹川団地

南部
丘陵公園

県
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

南部
丘陵公園

ふじパート調剤薬局

内部中学校

ミニストップ

サ
ー
ク
ル
Ｋ

マックスバリュ
お菓子のお店モリエール

四郷地区
市民センター

パシフィック
スポーツクラブ

聖母の家

うつべ中野整形外科

八木皮フ科クリニック

407

８

「朝食」
ごはん、清汁、たつくり、黒豆煮、
数の子、絵馬かまぼこ、柿なます

「昼食」
ごはん、照り焼き魚、祝かまぼこ、
茹野菜、炒り鶏、盛り合わせ、漬物

「夕食」
赤飯、ヒレ肉の花衣揚げ、錦卵、
煮しめ、漬物、清汁、和菓子

元日の「朝食」、「昼食」、「夕食」のメニュー
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当院では「がん診療連携拠点病院」として、今年も地域住民の方を対象とした「市民公開講座」を下

記のとおり開催します。

参加費無料、事前申込み不要、入退場自由となっておりますので、お気軽にお越しください。

日 時   ３月７日土 １３：００～
場 所   当 院

内 容
●講演：テーマ
「がんと診断されても慌てないために」
現在のがん治療の内容や、がんと診断されたら、

入院から退院、在宅医療に至るまで、どのような支援が受けられるのかについて、当院の医師や

医療スタッフがわかりやすくご説明します。

●医療機器の見学や体験コーナーを設置します。

●がんに関する無料相談を行います！
がん治療や医療費などについて、専門のスタッフが個別にお答えしますので、相談を希望される

方は、当日受付でお申し出ください。

（先着順になりますので、場合によってはご希望に添えないことがあります。また、内容によっ

ては後日当院にご来院いただき、詳しい内容をお聞きする場合がありますので、あらかじめご了承

ください。）

また、ＦＡＸや電子メールにて、事前のご質問もお

受けいたします。詳しくは、下記担当までお問い合

わせください。

なお、ご質問への回答は当日会場にて行います。

質問された方は、当日受付にてその旨をお申し出く

ださい。（ＦＡＸや電子メールでの回答は行っており

ませんので、あらかじめご了承ください。

担当：市民公開講座担当（高橋・西島）
ＦＡＸ番号：０５９-３４７-３５００　電子メール：sogohos@mie-gmc.jp

三重県立総合医療センター
第８回　市民公開講座開催のご案内

昨年度の様子

昨年度の様子
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「男性外来」をぜひご利用ください

「クリスマスコンサート」を開催しました

平成２５年１０月に開設しました「男性外来」は、昨年９月までの１年間で、多くの患者様にご来院いただい

ております。同様のお悩みのある方は、ぜひ、一度ご相談ください。

なお、昨年１１月より、診療日を毎週火曜日に変更させていただきましたので、ご注意ください。

昨年１２月２０日（土）に、院内１階エントランス

ホールにおいて、「クリスマスコンサート」を開催し

ました。

３回目の開催となる今回は、当院の医師、看護

師、理学療法士などで構成する「ＧＭＣアンサン

ブル」によるおなじみの演奏のほか、風船アート

や地元のフラダンス教室の生徒さん達によるフラ

ダンスの披露などがありました。

当日は、あいにくの天候でしたが、多くの方々に

お集まりいただき、楽しいひと時を過ごすことが

できました。ご来場ありがとうございました。

当院では、これからも、患者様をはじめ地域の

皆様が一緒に参加できる行事を開催していきま

すので、ぜひご参加ください。

（事務局地域連携課）

※なお、プライバシーに配慮し、一人一人の診療時間を確保するため、診療は火曜日午後（完全予約制）として
おりますので、受診をご希望の場合は、病院代表電話（０５９－３４５－２３２１）に電話し、「男性外来の予約」と
お申し出ください。

　病院ホームページ（http://www.mie-gmc.jp/html/patient/dansei-gairai.html）もご覧ください。

疾患名 男性不妊 ＬＯＨ症候群
（男性更年期障害）

ＥＤ
（勃起障害） 射精障害 性腺

機能低下 その他 合計

受診者数 28人 22 人 16人 7人 1人 5人 79人

【平成２５年１０月～２６年９月の受診者数】
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昨年１０月２６日（日）に、じばさん三重６階ホールにおいて、「北勢緩和ケアネットワーク市民向け公開講座」

を開催しました。

北勢緩和ケアネットワークとは、

北勢保健医療圏の医療機関が連携

して、緩和医療の質の向上やその

提供体制の構築を進めていくことを

目的とした組織で、昨年４月から当

院が事務局を担っています。

今回は、「人生の終焉を考える～

自分らしい最期の迎え方～」という

テーマで、「いのちがいちばん輝く日

～あるホスピス病棟の４０日～」と題

した映画上映や、「看取りについて

考える」講演を行いました。

当日は、定員を超える３００名以上の方々

のご参加をいただき、参加者アンケートで

は、「とても良い企画だった。」、「命の尊

さを再認識できた。」、「自分の死について、

いろいろと深く考えさせられた。」、「自分

や家族の終焉をどう迎えることが最善か考

える良い機会となった。」など、大変ご好評

でした。

これからも、多くの方にご満足いただける内容を検討してまいりますので、

ぜひご参加ください。

「北勢緩和ケアネットワーク市民向け公開講座」を
開催しました

開講を待たれる参加者の皆さん

当日の受付の様子



月 火 水 木 金
内 科 初 診 1 診 廣 田 2 診 西 浦 3 診 平 林 1 診 児 玉 1 診 寺 島

消 化 器 内 科
再 診 2 診 井 上 2 診 高 瀬 2 診 川 﨑 2 診 田 中 2 診 大 矢
初 診 3 診 大 矢 3 診 井 上 3 診 田中／森谷 3 診 高 瀬 3 診 笠井／川﨑
再 診 5 診 森 谷 5 診 笠 井

呼 吸 器 内 科
再 診 5 診 前 田 5 診 藤原篤
初 診 5 診 笹 邉
初 診 紹介診 吉 田 6 診 油 田 6 診 藤原篤 6 診 中 原 6 診 前 田
再 診 7 診 中 原 7 診 担当医 7 診 笹 邉 7 診 吉 田 7 診 油 田

循 環 器 内 科 初 診 8 診 山 本 8 診 森 木 8 診 牧 野 8 診 中 嶋 8 診 森 木
再 診 9 診 中 嶋 9 診 山 本 9 診 森 木 9 診 牧 野 9 診 牧 野

※水曜日の消化器科（3診）は田中が第1・3・5週目、森谷が第2・4週目診察
※水曜日の消化器科（5診）は笠井が第2・4週目のみ診察
※金曜日の消化器科（3診）は笠井が第1・3・5週目、川﨑が第2・4週目診察

外 　 科

１ 診 登 内
1 診 岩 田 1 診 池 田

１ 診 登 内
1 診 横 江10：00〜12：00

予 約 診 緩 和 外 来 午後予約診 緩 和 外 来

2 診 伊 藤 2 診 11：00〜14：00
小児外科 2 診 尾 嶋 2 診 横 江

3 診 池 田 3 診 渡 部
3 診 小 西14：00〜

予 約 診
乳 腺 外 来
小 西

14：00〜
予 約 診 乳 腺 外 来 14：00〜

予 約 診
乳 腺 外 来
三重大派遣医

※水曜日の乳腺外来は横江が第1・3週目、渡部が第2・4週目診察、第5週目は休診
心臓血管外科/呼吸器外科 1 診 鈴 木 1 診 近 藤 1 診 矢 田

脳 神 経 外 科
1 診 深 澤 1 診 深 澤 1 診 田 代 予約診 担当医 1 診 山 道
2 診 亀 井 2 診 亀 井

午後予約制 脊椎脊髄外来

神 経 内 科
初 　 診
午前のみ 鈴 木 予 約 診 鈴 木

初 診 担 当 医
予 約 診 鈴 木 予 約 診 古 田

予約診（午後）高橋／三木
初 診（ 午 前 ）
再 診（ 午 後 ） 三 木 初 診 古 田 紹介予約制 ものわすれ外来

（交代制） 初 診 高 橋 初 診 鈴 木
※水曜日の神経内科（予約診）は高橋が第1・3週目、三木が第2・4週目診察、第5週目は休診

小 児 科
1 診 杉 山 1 診 西 森 予 約 太 田 1 診 太 田 1 診 杉 山
2 診 小 川 2 診 浅 野 予 約 杉 山 2 診 足 立 2 診 櫻 井
3 診 櫻 井 3 診 太 田 予 約 足 立 3 診 西 森 3 診 小 川

4 診 予約診 時間外／紹介 浅野／ 櫻井 4 診 予約診

産 婦 人 科

1 診
（ 初 診 ） 谷 口 1 診

（ 初 診 ）

10:30 ま で
田 　 中 1 診

（ 初 診 ）
午前 南    

1 診 朝 倉 1 診
（ 初 診 ） 小 林10:30 か ら

井 澤 午後 高倉

２ 診 井 澤 ２ 診 小 林 ２ 診 谷 口 2 診
（ 初 診 ） 大 内 ２ 診 南

3 診 中 野 3 診 朝 倉 3 診 田 中 3 診 午前 中野 3 診 午前 朝倉
午後1ヵ月健診 午後 徳山

4 診 午前 秋山 4 診 井 澤 4 診
リンパ浮腫

相談室
（月2回）

4 診 午前 谷口
午後 南 母体胎児診断 午後 大内

整 形 外 科

紹 介 診 北 尾
膝関節外来
再診予約のみ
（午前）

北 尾 紹 介 診 森 本
2 診 岡 村 2 診 森 本 2 診 奥 山

午後予約診

3 診 担当医 3 診 奥 山
午後予約診

3 診 岡 村
午 後
紹介予約診

岡 村
リウマチ外来

皮 膚 科 1 診 尾 本 1 診 加 古 1 診 加 古 1 診 加 古 1 診 加 古
午 後 褥瘡回診 午 後 手 術

泌 尿 器 科
1 診 荒 瀬 1 診 松浦／吉川 １ 診 栃 木 1 診 松 浦
予約診 松 浦 13：00〜16：00

予 約 診 男性外来 予約診 荒 瀬 予約診 松 浦 予約診 荒 瀬
眼 科 1 診 佐 宗 1 診 佐 宗 1 診 佐 宗 1 診 佐 宗 1 診 佐 宗

耳鼻いんこう科 1 診 鈴 村 1 診 鈴 村 1 診 鈴 村 1 診 鈴 村 1 診 鈴 村
精 神 科 1 診 山 下 1 診 山 下 1 診 山 下 1 診 山 下 1 診 山 下
放 射 線 治 療 科 予約診 豊 田 予約診 豊 田

★都合により変更することがありますので、最新の
担当表をホームページかお電話でご確認下さい。

駐車場料金　外来患者の方は無料
（それ以外の病院利用者の方は1時間まで無料・それ以降は100円）

外来診療及び面会のご案内
診療受付時間
休診日
面会時間

午前8時30分～午前11時30分
土・日曜日祝祭日及び年末年始（12/29～1/3）
午前6時～午後9時（通年・状況によりお断りする場合があります）

外来診療医師
担 当 表

平成27年1月5日現在
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再生紙を使用しています

内部駅

南部
丘陵公園
南部
丘陵公園

笹川
団地
笹川
団地

泊駅

西日野駅

四日市I.C四日市I.C

東
名
阪
自
動
車
道

東
名
阪
自
動
車
道

塩
浜
街
道

塩
浜
街
道

旧
国
道
23号
線

旧
国
道
23号
線

国
道
23
号
線

国
道
23
号
線

国
道
1
号
線

国
道
1
号
線

近
鉄
名
古
屋
線

近
鉄
名
古
屋
線

J
R
関
西
本
線

J
R
関
西
本
線

国
道
1号
線

国
道
1号
線

県道宮妻峡線

県道宮妻峡線

国道25号線国道25号線

国道477号バイパス

国道477号バイパス
国道477号線
（湯の山街道）

国道477号線
（湯の山街道）

近鉄
四日市駅
近鉄
四日市駅

医療センター医療センター

至名古屋至名古屋

至津至津至鈴鹿・亀山至鈴鹿・亀山

近鉄湯の山線
近鉄湯の山線

南
四
日
市
駅

南
四
日
市
駅

塩
浜
駅

塩
浜
駅

日永駅

宮東町
三丁目

松
泉
町

中部

四
日
市
南

消
防
署

四
日
市
南

消
防
署

県四日市
庁舎
県四日市
庁舎

四日市南
警察署
四日市南
警察署

イオンタウン
四日市泊
イオンタウン
四日市泊

大
治
田
一

日
永
五
南

波
木
町
東

新尾平橋北

新尾平橋南詰

JR
四日市駅
JR

四日市駅

南部
丘陵公園
南部
丘陵公園

北勢
変電所
北勢
変電所

白髭
神社
白髭
神社

北勢児童
相談所

北勢児童
相談所

コンビニコンビニ

泊山
小学校
泊山
小学校

笹川団地笹川団地

泊駅

西日野駅

県道宮妻峡線

県道宮妻峡線

日永駅

イオンタウン
四日市泊
イオンタウン
四日市泊

日永五南日永五南

泊山崎町北泊山崎町北
白髭
神社前
白髭
神社前

波木町東波木町東

医療
センター
医療
センター

国
道
1
号
線

国
道
1
号
線

近
鉄
内
部
線

近
鉄
内
部
線

泊駅より
徒歩15分

近鉄内部線

三重交通バス
近鉄四日市駅より
約25分
近鉄塩浜駅より
約20分

交通の
ご案内
交通の
ご案内
交通の
ご案内
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総合医療センター発
平日・土・日・祝日

行先　　　　　　　　時刻 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23
【43】泊山　山崎町　経由

近鉄四日市駅
※２
55 40 45 45 45 45 45 45 45 55 ※２

40 25 ※２
45

【92】塩浜駅前　経由
磯津

※１
56 6 6 6 6  6 6 6 6 ※２

17
【92】公団住宅前　経由

高花平 4 56 56 56 56

※１：塩浜駅行き、土・日・祝日は運休（7:56発）　※２：土・日・祝日は運休（6:55 17:40 18:17 19:45発）
「【92】磯津行き」は近鉄四日市駅方面には向かいません。塩浜駅方面に向かいます。

近鉄四日市駅南（７番のりば）発
平日・土・日・祝日

行先　　　　　　　　時刻 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

【43】医療センター ※２
25 13 15 15 15 15 15 15 15 15 ※２ 0

 50 15

※２：土・日・祝日は運休（7:25　17:00発）

近鉄塩浜駅東口発
平日・土・日・祝日

行先　　　　　　　　時刻 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

【92】医療センター経由
高花平

※２
セ0
50

セ
42 42

セ
42 42 42

セ
42 42

※２
セ

42
※２：土・日・祝日は運休（8:00、17:42発）　セ：医療センター止め

泊 駅 発
平日・土・日・祝日

行先　　　　　　　　時刻 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

近鉄四日市 32
58

24
49

6
18
40

2
24
46

9

49

12

41

11

41

11

41

11

41

11

41

11

41

11

41

11

41

11

41

11

41

11

41

14

47

14

42

内部
58

24
49

18

40

2
24
46

9
33
49

12

41

11

41

11

41

11

41

11

41

11

41

11

41

11

41

11

41

11

41

11

41

14

47

14

54

26

バ
ス
時
刻
表

近
鉄
内
部
線

時
刻
表


